


調査対象

・佐川町の住民対象

調査方法

・郵送及びインターネット回答による。

回答総数

・333

※平成26年実施アンケート回答数 458



※前回と比較した場合、高齢者の割合が上昇。（50代以上）

※未婚者の率が上昇。







・前回同様、「牧野富太郎」ポイントが高い。

⇒住民意識の高さ。

・「牧野公園」ポイントが18.ポイント大きく上昇。

⇒ボランティアグループを中心とした整備の効果。リニューアル事業の継続と広報、ＳＮＳを活用した情報発信の成果

まちまるごと植物園の推進

・「天文台」ポイントが6.9ポイント上昇。

⇒星を観る会の活動が広がっている。





・「鉄道・バスなどの公共交通機関」、「日常の買い物」ポイントが上昇。

⇒ぐるぐるバスの運行開始、あったかふれあいセンターの支援など。

・「景観や町並みの美しさ」ポイントが5.2ポイント大きく上昇。

⇒歴まちの取り組みを継続している成果（上町周辺整備）



・上位項目には変化がない結果となっている。

・「日常の買い物」ポイントが8.4ポイント減少。

⇒地域公共交通網（ぐるぐるバスなど）の整備

・「特にない」ポイントが4.4ポイント上昇。



・「公民館、コミュニティセンターなどの交流施設」の充実度ポイントが10.3ポイント上昇。

⇒集落活動センター、あったかふれあいセンターの整備。

・「医療、健康のための施設や制度」、「高齢者支援の施設や制度」のポイントがそれぞれ5.7、9.4ポイント上昇。

⇒介護施設、あったかふれあいセンターの整備、充実。

・地域活動（ボランティアやまちづくりの活動）の機会や支援制度のポイントが6.7ポイント上昇。

⇒集落活動センターの整備支援など。



上位項目の構成に変化はないものの、数値は下降気味の結果となっている。

・「情報化社会への対応」ポイントが上昇。

⇒基盤整備（光通信網整備）が必要。

※来年中には、町内すべてのエリアで整備予定。



「目標を持って頑張る人を応援する地域性、風土」スコアが5.6ポイント上昇。前回、全国平均と比較しても特に高かったスコアであるが、前回結果からさらに上昇したと思われる。

５年前と比較して上昇。

「挑戦することを応援し、失敗を許容する地域性、風土」スコアが5.2ポイント上昇。

５年前と比較して上昇。

前回、全国平均と比較しても特に高かったスコアであるが、前回結果から下降している。



前回調査において全国平均と比較した場合、低かったスコアである。上昇している傾向も見られる。

大きな変化はない。

大きな変化はない。

大きな変化はない。

前回、全国平均と比較して際立って高かったスコアであるが、前回結果と比較しても大きな変化はない。



※前回調査結果と比較予定
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